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4,741
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一部又は全部委託

実施・運営
方法

　史跡小牧山整備計画基本構想に基づき、保護と活用のバランスのとれた整備を進め
るとともに、発掘調査を実施して整備のための基礎資料を収集した。
　発掘調査は職員が中心となり、アルバイト作業員を指揮して調査、記録、保存を実施。
この他発掘調査現地説明会、策定会議の実施や補助金の申請業務等各種所手続きを
おこなう。
 発掘調査　（主郭地区第３次　210㎡）
【委託業務内容】
主郭地区整備実施設計（5,250千円）
　主郭地区整備工事実施設計（第一工区）
調査位置測量委託（909千円）
　発掘調査遺構の測量、図化
史跡小牧山整備調査研究（194千円）
　整備に関する調査、資料収集

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　貴重な歴史遺産を調査し、基礎資料を作成、後世に残すための整備をおこなう。

名称：Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 6

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

歴史・文化財

10

名称：

史跡小牧山整備構想・文化振興ビジョン

4 2

会計区分 施設整備系

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

史跡小牧山整備事業

427

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局
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その他財源

14,263

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.70

24,426

2,500

0

担当係

事業類型

小牧山の整備を進める

一般会計

地域住民組織

3,7551,073 3,755

Ｈ22決算額

95,604

0

11,476

23.00

対前年比

文化振興課

文化財係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金
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二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響
　郷土の誇りとなるべき小牧山の歴史的価値を高めることができない。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　引き続き発掘調査を進め、遺構の解明に努めるとともに、情報を積極的に発信して整
備について理解を求め、関心を高めてもらう。

　整備に向けた調査を進めることにより、史跡小牧山の歴史的価値が高められている。

発掘調査

発掘調査現地説明会

事業目的の
達成状況

　主郭（天主周辺部）の発掘調査を実施して、織田信長が城を築いた石垣が良好な状態
で残っていることが確認されるなど、今後の整備に向けて基礎資料収集をすることがで
きた。また、整備について感心を高めていただくために、発掘調査の現地説明会を実施
した。
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